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皆さんの傍聴をお待ちしております!　第1回定例会は3月5日(火)開会
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青少年育成会の交流と活動について
神山青少年育成会会長　鍵和田 均さん（神山在住）

平成28年に設立
　神山青少年育成会（以下「本会」という。）
は、平成28年に新しく発足しました。
　少子化が進む中、各自治会にあった「子ども
会」の解散が見られ、数も減ってきております。
神山地区も同様の現象で、
解散に向けて平成26年
より自治会役員、有識者
子ども会役員等により、
少子化に対応した事業運
営・自治会の支援体制等、
神山子ども会のあり方の
検討や解散に向けての話
し合いを続けてまいりま
したが、存続出来ないと
の結論に至り、平成27年3月をもって神山子
ども会を解散しました。
　同年4月より、今後、子供の育成体制のあり
方について自治会三役、地域子ども育成経験者、
青少年指導員等の計20数名で子ども育成研究
会を立ち上げ、子ども会解散後の健全育成事業
を自治会として取り組むこととし、地域の子ど
ものために何をすべきか、また、育成事業の洗
い出しやアンケートを行う等検討を重ねて、神
山自治会に所属する世帯の小学生の健全育成を
図ることを目的として設立しました。本会は、
会長、副会長、会計、委員4名他の組織で構成
されています。

青少年育成会と神山地区の交流
　主な交流としては、①子ども新年会開催、②
小学生登校時の交通安全見守り運動の実施、③
神山神社清掃参加（神社の歴史等も含め）、④
神山文化展への出店参加、⑤カーレット等ゲー

ム大会の参加、⑥パーク
ゴルフ大会の参加、⑦藍
染の会参加等ですが、将
来の子ども達の健全な育
成を願い、神山自治会の
皆様のご協力を頂いてい
ます。
今後の目標
　少子化が進む中、子ど
もの育成を取り巻く大人

が協力して頂いた昔と変わり、近所の交流も薄
れてきており、地域のことへの関心が無くなり
つつあります。
　そこで、次世代を担う子供たちが生きる力を
身につけ、未来への夢や目標を抱き活躍してい
くための環境づくりの支援策を進めながら、神
山で育った思い出を残してやりたいと思います。
地域性もありますが、他の自治会との情報交換
を行い、取り入れるべきところは、反映させ活
動を行っていきたいと考えています。
　最後に、これからも本会の運営につきまして、
ご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げま
す。

小学生登校時の交通安全見守り運動


